
 

  



 

 

～講評～ 

１ 放物線の面積、最大・最小 

1/6 公式を利用して計算した放物線の面積の最大値についての問題。工夫をしないとやや複雑な式にはなるが、

根号内のみに注目して計算することでやりやすくなる。 

２ 複素数平面、必要・十分条件 

複素数の命題について必要・十分性を調べる問題。一瞬ギョッとするかもしれないが、しっかりと計算して考

えないといけないのは問 3 だけで、内容は易しいものとなっている。 

３ ベクトル 

座標空間のベクトルの内積、絶対値をテーマとした問題。内容は計算を中心とした基本的なものあるが、与え

られた数値が複雑であり、また三角関数について手際のよい運用が要求されるので、計算問題としてはややレベ

ルの高いものとなっている。 

４ 確率 

冒頭に「年齢分布」などとあり、ちょっと構えてしまうかもしれないが、場合の数を利用して考える確率の問題

で、内容・計算とも基本的。ぜひとも完答したい。 

 

今回の後期試験も、前期試験同様に難易度は例年と比較すると易しめのものとなっていた。数学が得点源となる

受験生であれば 8 割、他教科の足を引っ張らないことが目標でも 6 割 5 分はとりたい。 

 


